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不正咬合なにが問題？ なぜ治療が必要なの？
診査・診断・治療方針は？
患者に言ってはいけない言葉がある？！
ドクター・スタッフの役割とは？

床矯正治療のそんな“ ？ ”に答えます。
2008年に発行した「GPのための床矯正・矯正のすすめ」の活用編。
来院した患者さんに対して床矯正治療をどのように行っていくか、
ドクター・スタッフと患者さんとの関わり、患者さんとの会話を含めた
ケースプレゼンテーション、患者さんの率直な感想などに視点を
あて、歯科医院における床矯正治療に対する？に答えている。

詳しい情報はこちら

待望の待望の第2弾　第2弾　！！！！
待望の第2弾　！！
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